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論文内容の要旨 (1,000字~2,000字でまとめること。）

これまで結核の危険要因に関する研究は数多く報告されてきた。

近年では、結核と空間要因との関連も示唆されている。しかし、我

が国において結 核における疫学要因と空間要因を同時に検証した研

究はほとんどない。そこで本研究では、統計解析と空間分析を融合

することで結核に関連する疫学要因と空間要因を同時に調査した。

2000年から 2016年に神戸協同病院を受診した全結核患者 103名

をケース群、同時期に結核以外の病名で登録された患者から年齢と

性別でマッチングした後、単純無作為抽出法で抽出した患者 299名

をコントロール群とし調査した。

調査項目は、年 齢 、 性 別 、 BMI、郵便番号、職業、家族形態、結

婚歴、既往歴、内服薬、血液検査、アレルギーの有無、飲酒習慣、

喫煙習慣、食事摂取の状況、運動週間、睡眠時間とし、既存の診療

記 録 か ら 情 報 を収集した。

臨床的特徴や社会人口学的な説明変数の影響の分析にロジスティ

ック回帰分析を行なった。更に、結核患者の 分 布 の 特 徴 を 明 ら か に

す る 為 に カ ー ネル密度推定を、・結核患者とそれ以外の患者との分布

の違いを確認する為にクロス L関数を行った。また、地域の空間要

因の分析にはポアソン回帰分析を行った。

結核患者のうち女性は 39名、男性 64名で平均年齢は 61.4歳で

あった。

ロジスティック回帰分析による結核患者の背景要因の分析結果よ

り、医療従事者 (OR:10.10; er: 1.01, 101.0) とアルブミン値 (OR:

o.so; er: o.2ss, o.s41) に有意な関連が認められた。

カーネル密度分布図では、結核患者において調査対象の病院周辺

に密度の高い分布を検出した。クロス L関数により結核患者とそれ

以外の患者との分布には統計的に有意な差を認めたことより、これ

らの集積性は結核’患者特有の分布であると示唆された。

ポ ア ソン回帰分析による空間要因の分析結果では、人口密度 (RR:

32.19; CI: 12.79, 49.01) と単身者世帯 (RR:・1.85; ・3.21, ・0.53)、

65歳以上 の世帯 (RR:2.65; er: 0.1, 4.2) に 結 核 と の 有 意 な 関 連 が

認められた。 ・

カーネル密度分布で認めた結核患者特有の集積性の背景要因とし

て、人口 密 度 が 高 く 高 齢 者 世 帯 の 多 い 地 域 で あ る 可 能 性 が 考 え ら れ 、

新たな患者の発見や接触者健診において優先的な地域となり得る可

能性が示唆された。

結核とアルプミン値、医療従事者、高齢者、人口密度などの要因が

有意に関連 す る こ と は 、 先 行 研 究 か ら 見 て も 予 想 通 り で あ っ た 。 し

かしながら、•一般世帯よりも単身者世帯の方が結核のリスクが低い

と い う 点においては、先行研究とは異なる結果であった。これは一

般世帯における結核の家族内感染の可能性が示唆され、世帯内にお

いて結核感染が起こりやすい何らかの環境要因が関連しているので

はないかと考えられた。

空間分析を融合した結核の危険要因の評価は、結核のハイリスク

者や地域 を検証できることが示唆された。これにより、結核の疫学

調査における患者の空間要因の把握の重要性が確認された。
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要 旨

本研究は， 神 戸 市 長 田区の病院を受診した結核患者と，性・年齢をマッチングした同じ

病院を受診 し た 結 核 で ない患者を対象とした症例対照研究により，空間要因と疫学的リス

ク因子とし て ， 同 じ 一 つの病院の患者であるにもかかわらず結核患者のみにクラスタがみ

られたこと，人口密度が高く高齢者が多い地区に結核が多発している可能性があること，

単身世帯であることや血清アルプミン値，医療従事者であることが有意なリスク因子であ

ることを明らかにしたものである。

症例対照研 究 と い う デザインをとったことにより，十分なサンプルサイズが得られてい

る反面，診療録データから後方視的に抽出したデータであること，地理情報を郵便番号と

対応させたセンサス小区レベルでしか分析できていないこ と ， 家 屋 状 況 な ど の デ ー タ が 扱

えないこと，などデータに制約がある。しかし，ロジスティック回帰分析による疫学的リ

スク因子の探索，カーネル密度推定，クロス L関数などの空間疫学手法を適用した空間要

因の検討に 加 え ， ポ ア ソン回帰によって両者を統合したモデルを当てはめ，上述の明白な

結果を提示した解析手法はき わめ て洗 練さ れた もの であり，結核の疫学研究として大きな

価値があ る 。 よ っ て ， 学位申請者の村上理紗は，博士（保健学）の学位を得る資格がある

と認める。
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